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   Urinary erythrocyte morphology was examined by optical microscopy 1,256 urological patients 
with hematuria, between 1990 and 1993. The patients were grouped according to whether their 
urinary red cells were glomerular origin or non-glomerular in origin or mixed form, or others. 
   Of the 740 patients in the glomerular group 537 were examined urologically, and someurolog-
ical disease was found in 78 (15%) patients. Urological disease was found in only 7 (2%) of the 
316 patients in the glomerular group whose complaint was only asymptomatic microscopic  hema-
turia. 
   Examination of urinary erythrocyte morphology under optical microscopy is inexpensive and 
valuable in the urological outpatient clinic. 
                                                  (Acta Urol. Jpn. 41: 9-13, 1995) 
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球形態を異型性,混 合型,正 常型に分類 し,異型性,
混合型では精査を行い,正 常型では定期的形態観察の
みとし,形態の変化が 出現 した時点で侵襲的な検査
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多忙 な外来 に おけ る診療に資する論文と考えます
が,以下の点を今後の検討事項として下さい.
D光 学 顕 微 鏡 下 で赤 血 球 の検 討 に つ い て
a)赤 血 球 は 新 鮮 尿 では 小 円板 状 でhomogenous
です が尿 のosmolarity,pH,放置 時 間 な ど で変
形 します.濃 縮 尿 では 金 平 糖 状,希 釈 尿 では 膨 化,
無 色 球 状,酸 性 で は変 形 はな い が ア ル カ リ性 では
金 平 糖 状 に 変 化 します.外 来 患 者 の 尿 は種 々 の条
件 下 で と られ て い る の で この 様 な 状 態 のbackg-
roundで論 ず るべ き で し ょ う.
b)glomerular,non-glomerularの判 定 につ いて
赤 血 球100ケ以 上 の観 察 で 上 記 の判 定 を して い
る様 で す がdysmorphicRedBloodCe11(DR-
BC)80%以 上 を も ってglomerularとす る研 究
者(FassetF.eta1,Lancet1=1432,1982),ま
た10%以 上 で も よい す る研究 老(Phillingsworth
F.B.,Pediatr.Clin.NorthAmcr.34:561,
1987)があ り,決 ま って い ませ ん.今 後 の 問 題 と
して 検 討 が 必要 で し ょ う。
c)光 顕 レベ ル の形 態 診 断 の 妥 当性 に つ いて
光 顕 レベ ル で 十 分 判 定 出来 る とい う こ と で す
が,そ れ に は他 の診 断 法(位 相 差,電 顕)と の比
較 が必 要 か と存 じます.
2)結 論 に つ い て
電曜…外 来 診 療 に有 用 で あ る"と の結 論 です が ,そ
れ に は 著者 らの本 論 文 で 用 い て い るdataでspeci-
fiCity,SenSitiVity,pOSitiveprevalenCeValUe
(PPV),negativeprevalencevalue(NPV),お
よ び正 診 率 を 出す 必要 が あ る と考 え ます.
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